
事業の計画・内容

投入資源 事業実績

①投入人員

人件費合計（A）
②支出内訳 事業費（B)
（千円）

合計（A+B)
③財源内訳 特定財源
（千円）

一般財源
上記①～③に関する特記事項

評価指標

（ ）

（ ）

事業開始時からの状況変化及び事業の改善点等

・国民生活基礎調査等の実施・・・法定受託事務であり、福祉施策の充実を図る基礎資料を得るための事業であることから継続しなければならな
い。
・社会環境の変化に伴い、犯罪抑止活動は複雑多岐にわたっており、社会の関心も高い。保護司会及び更生保護女性の会の活動も今後さらに重
要になってくるが、まちづくり協議会等地域の組織と一体となって社会を明るくするための活動をしていかなければならない。

実績値 目標値

100

ー

国県支出金
地方債
受益者負担
その他特財

3,095

133
4

報償費
旅費
需用費
役務費

85

142 139

3,022 3,019

3,022

9 9

担当部課名 社会福祉一般事務経費島ヶ原支所　健康福祉課

2,880 2,880

0.4 0.4 0.4

根拠法令・要綱等平成

ソフト事業

・国民生活基礎調査等の対象調査地区住民
・社会を明るくする運動を推進する保護司会及び更生保護女性の会
・福祉施策を必要とする市民

事業名

基本施策

254

伊賀市　事務事業評価シート

・調査地区に対し適正な調査をする。
・青少年の健全育成及び更生保護活動を積極的に行う。
・福祉諸施策の活用、社会福祉に対する意識の向上を図ることにより、地
域における市民間の生活支援が行なわれる。

成果（どうなるのか）

社会福祉一般事務経費

・国民生活基礎調査等の実施（平成17年度）　調査員に調査の趣旨、調査方法を説明し、調査を行う。
・社会を明るくする運動を実施する保護司及び更生保護女性の会の事業支援を行う。
（愛の更生資金の募金活動、社会を明るくする運動実施協賛委員会、実施委員会への参加、啓発パレードの実施等）
・地域福祉に対する一般事務

終了年度開始年度 平成 年度

事業の目的の成果を測る指標

59

140

2,880

3,010

12

215

作成者氏名

事
業
の
目
的

本
年
度
事
業
内
容

対象等（何を、誰を）

16

H19（予算）H17 H18（予算）

年度

4

4

4

評
価

有効性

達成度

効率性

4必要性

H17
単位

3,019

130

活動指標

愛の資金募金額 円 113,805

ー国民生活基礎調査表の回収率 ％

114,000

社会を明るくする運動の行事達成度 ％ 100 100 100

114,000

100

・国民生活基礎調査等の調査数 件
20

目標

・社会を明るくする運動の行事数

100

統計法に基づき該当の地区を調査する。

22

ー

A

総合評価
事業を現状維持する。
国民生活基礎調査等については平成１７年度事業として実施した。社会福祉全般にわたる一般事務を行う
ため、継続した事業実施が必要である。

％
100

目標

H18（目標）指標設定の考え方

保護司会や更生保護女性の会の代表的な活動は社会を明るくす
る運動である。

3 高齢者などを地域や集落で支える環境をつくる

コード 名               称 名            称コード

01

01
03

一般会計
民生費
社会福祉費
社会福祉総務費

会計
款

単位

01
項
目

H19（目標）H17

０５９５－５９－２１６３連絡先
101
01

細目

正規職員     （人）

社会福祉一般事務経費脇坂　長充 細々目

H18 H19

90.9 ー


